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〒101－0062  東京都千代田区神田駿河台3－4－2 日専連朝日生命ビル6F
TEL ▲ 03－6826－1430　FAX ▲ 03－6826－1432
URL ▲ http://www.kanzei.or.jp/

公益財団法人 日本関税協会
JAPAN TARIFF ASSOCIATION

※有料購読いただいているお客様は、これまで通り毎週郵送でお届けいたします。
※本件に関しご不明な点等がございましたら、当協会までお問い合せください。

平素より当協会事業につきましては格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
当協会は、昨今のネット社会において「情報提供」とはどうあるべきかを常に考え

ています。これは、会員サービスを継続していく上で避けては通れない命題である
と認識しております。
世の中の通信環境もこの10年で大きく様変わりしました。インターネットの世
界は、すでにパソコンだけの世界ではなく、スマートフォンを始めとする携帯端末
での利用が主流になりつつあります。
こうしたことを踏まえ、まずは、当協会で行っている既存の情報提供事業の一つ

でもある『関税週報』を見直すことにしました。今の時代に「週報」では、タイムラグ
が大きすぎるだけでなく、情報そのものの価値すらなくなってしまいかねません。
そこで、本年７月を目処に賛助会員の皆様へは従来の「紙媒体での配付」を取り止

め、Webサイト《KanPress》を最大限に活用したサービスを展開していくことにな
りましたので、ここにご案内申し上げます。年央でのサービス内容の変更には幾ば
くかの躊躇もありましたが、「情報」こそは鮮度が命であるとの考えから決断した次
第であります。
急なお知らせで誠に恐縮ではございますが、何卒ご理解いただきますようお願い

申し上げます。

・従来の記事種別検索に加え、年月検索と全文検索を追加
・平日の午前中に、事前登録していただいたメールアドレスに、新掲載の記事タイトル等の
ご案内メールを送信
・情報のタイムラグをなくするため、原則毎日更新
・直近３年のデータベース検索に加え、今までと同じ『関税週報』のイメージデータ（PDF）
の閲覧・印刷が可能

主な機能・改良点主な機能・改良点

日 本 関 税 協 会  賛 助 会 員 の 皆 様 へ

『関税週報』が、
より早く、より便利に、より使い易く

生まれ変わります。
『関税週報』のWebサイト《KanPress》への完全移行のご案内

http://www.kanzei.or.jp/KanPress
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本試験に準拠した模試で本番直前の最終チェックをしませんか？
「本番直前の自分の実力が知りたい」、「8月20日の全国通関士模試が受験できない」、
「日程をもっと本試験直前に繰り下げて欲しい」・・・・・・
といった受験生の皆様のご要望にお応えいたします。

『オンライン通関士模試』の問題は『全国通関士模試』で出題される問題とは異なります。

■実施日：
オンライン通関士模試開放　2017年9月1日（金）　午前10時～本試験日の前々日（17：30まで）
■試験科目および試験時間：
［１］ 通関業法（50分）
［２］ 関税法、関税定率法その他関税に関する法律及び外国為替及び外国貿易法（第６章に係る部分に限る。）（100分）
［３］ 通関書類の作成要領その他通関手続の実務（100分）
■受験形態：
インターネット環境を持つパソコンを利用した受験
→推奨ブラウザ－：Internet Explorer 11／FireFox 最新版／Google Chrome 最新版／Microsoft Edge
→推奨OS：Windows 7／Windows 8.1／Windows 10

■受験料：
5,40０円（税込）
■申込受付期間：
～2017年9月11日17：30まで
■受験申込～お支払まで：
【個人申込】 ホームページ（http：//www.kanzei.or.jp/）にアクセスして、申込フォームに必要な情報を入力の
上、送信してください。受験料のお支払は、銀行振込、郵便振替、クレジットカード払いよりご選択いただきます。
申込手続が完了しますと、ご登録のメールアドレス宛てに「お申込み確認メール」が送信されますので、メールに
記載された送金先口座まで、申込日から7営業日以内に受験料をお振込みください。請求書及び払込取扱票の
送付はございません。振込手数料はお客様のご負担となります。また、一度送金された受験料の返金には応じら
れませんので、予めご了承ください。

【企業、各種団体等】 ホームページから「法人申込用ファイル」をダウンロードしていただき、必要な情報を入力の
上、送信してください（jtas_seminar@kanzei.or.jp）。受験者1名様より受付いたします。受験料のお支払い
については、ご要望により請求書を郵送します。（領収証は現金収受を除き原則として発行しておりません。振込
の際に金融機関等で発行される振込受付書・ご利用明細票等の伝票類を領収証に代えさせていただきます。） 

■入金確認後～試験まで：
お申込手続きが完了しご入金の確認がとれ次第、『オンライン通関士模試』の受験に必要なアカウント情報（IDと
パスワード）をメールでお送りいたします。
■試験結果等
試験が終わり次第（解答データ送信後）、受験者はパソコン上で合否判定及び受験科目別個人成績を確認するこ
とができます。『解答と解説』も閲覧・印刷することができます。

公益財団法人 日本関税協会 全国通関士模試係
〒101－0062  東京都千代田区神田駿河台3－4－2

日専連朝日生命ビル6F
TEL ▲ 03－6826－1434　FAX ▲ 03－6826－1435

郵便振替口座番号：00140－5－42174
口座名：公益財団法人日本関税協会

みずほ銀行麹町支店：普通預金1203359
口座名：公益財団法人日本関税協会

郵便振替の場合

銀行振込の場合

※図書申込とは口座が異なりますのでご注意下さい。

お申込み、詳細はホームページで。
http://www.kanzei.or.jp/

※会社名義でお振込みの場合は、入金確認に時間を要するため、なるべ
く郵便振替をご利用下さい。受験者と別名義でお振り込みされる場合
には、ご入金の確認がとれませんので、必ず申込フォーム通信欄にそ
の旨を入力してください。

※受験者以外の名義でお振込みいただく場合には、必ず受験者の氏名
を通信欄に入力してください。
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税関におけるワシントン条約該当物品の 
輸入差止等の件数と主な品目 

参考：税関ホームページ 

 

  平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 

生きているもの 
＜対前年比＞ 
（構成比） 

82 
＜97.6％＞ 
（13.1％） 

62 
＜75.6％＞ 
（14.7％） 

85 
＜137.1％＞ 
（15.7％） 

102 
＜120.0％＞ 
（14.0％） 

123 
＜120.6％＞ 
（17.0％） 

 輸入差止した主な品目 

・ラン 
・サボテン 
・アロエ 
・ネペンテス 
・トウダイグサ 

・ラン 
・サボテン 
・アロエ 
・カメ 
・トウダイグサ 

・ラン 
・アロエ 
・ウツボカズラ 
・サボテン 
・ソテツ 

・ラン 
・サボテン 
・トウダイグサ 
・カメ 
・アロエ 

・ラン 
・トウダイグサ 
・サボテン 
・パキュポディウム
・カメ 

製品等 
＜対前年比＞ 
（構成比） 

545 
＜65.7％＞ 
（86.9％） 

359 
＜65.9％＞ 
（85.3％） 

460 
＜127.3％＞ 
（84.3％） 

626 
＜136.1％＞ 
（86.0％） 

600 
＜95.8％＞ 
（83.0％） 

 輸入差止した主な品目 

・漢方薬（木香、ジ
ャコウ、アメリカ
ニ ン ジ ン 、 ク マ
等） 

・食品（木香、ワニ
等） 

・化粧品（チョウザ
メ、アロエ等） 

・バッグ、財布（ワ
ニ、ヘビ等） 

・楽器（ヘビ等） 

・漢方薬（木香、ジ
ャコウジカ、アロ
エ、クマ等） 

・食品（木香、ワニ
等） 

・化粧品（チョウザ
メ、アロエ等） 

・バッグ、財布（ワ
ニ、ヘビ等） 

・楽器（ヘビ等） 

・漢方薬（木香、ジ
ャコウジカ、アロ
エ、天麻等） 

・食品（アメリカニ
ン ジ ン 、 ア ロエ
等） 

・化粧品（ラン、チ
ョウザメ等） 

・バッグ、財布（ワ
ニ、ヘビ等） 

・楽器（ヘビ等） 

・漢方薬（アロエ、
木香、天麻、ジャ
コウジカ等） 

・化粧品（ラン、チ
ョウザメ等） 

・バッグ、財布（ワ
ニ、ヘビ等） 

・食品（アメリカニ
ン ジ ン 、 アロ エ
等） 

・楽器（ヘビ等） 

・漢方薬（アロエ、
木香、天麻、カメ
等） 

・化粧品（ラン、チ
ョウザメ等） 

・バッグ、財布（ワ
ニ、ヘビ等） 

・死体・枯体（サボ
テン、沈香等） 

・その他の革製品
（ワニ、ペッカリ
ー等） 

合 計 
＜対前年比＞ 

【関税法違反処分事件数（※）】 

627 
＜68.7％＞ 
【4】 

421 
＜67.1％＞ 
【2】 

545 
＜129.5％＞ 

【3】 

728 
＜133.6％＞ 

【9】 

723 
＜99.3％＞ 
【6】 

 
内：旅具通関分 
＜対前年比＞ 

216 
＜63.9％＞ 

70 
＜32.4％＞ 

56 
＜80％＞ 

110 
＜196.4％＞ 

112 
＜101.8％＞ 

（※）関税法違反として、通告又は告発した事件数 

 

ワシントン条約とは、正式には「絶滅の恐れのある野生動植物の種の国際取引に関する条約」といい、1973年、ワシント

ンで採択されたことから通称「ワシントン条約」といわれています。この条約は、国際取引によって生存を脅かされている

又は絶滅してしまう恐れのある野生動植物を保護することを目的とした条約で、日本をはじめ世界の約170カ国が加盟して

います。（日本は1980年批准） 

この条約の本文に規制の対象となる動植物のリストが付いています。このリストは「附属書」と呼ばれ、規制が厳しい順

に「附属書Ⅰ」「附属書Ⅱ」「附属書Ⅲ」にわかれています。 

 

【附属書Ⅰ】 絶滅の恐れのある種で、国際取引による影響を受けているか受けることのある種が掲げられており、商業目的

の国際取引は禁止されています。 

【附属書Ⅱ】 国際取引を規制しないと絶滅のおそれのある種が掲げられており、商業目的の取引はできますが、輸出国政府

の管理当局が発行する輸出許可書が必要です。 

【附属書Ⅲ】 ワシントン条約の締約国が自国内の動植物の保護のために、他の締約国の協力を必要とする種が掲げられてい

ます。国際取引には輸出国政府の管理当局が発行する輸出許可書又は原産地証明書が必要です。 

 

ワシントン条約の規制対象となるものは、生きている動植物のみならず毛皮、皮革製品及び漢方薬も含まれます。 

最近、税関で輸入差止め等の多い品目は、製品では、麝香や虎骨を使った漢方薬、爬虫類の皮革製品、生きているものと

しては、ランやサボテン、カメなどです。 
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■日本への持ち込みが規制されているもの（代表例） 

項目 持ち込めないもの 持ち込むには許可書などが必要なもの 

生きてい
る動植物 

サル類 
テナガザル、チンパンジー、キツネザル、
スローロリス 

アカゲザル、カニクイザル 

オウム類 ミカドボウシインコ、コンゴウインコ オウム 

植物 パフィオペディルム属のラン ラン、サボテン、シクラメン、フロリダソテツ 

その他 アジアアロワナ、マダガスカルホシガメ イグアナ、カメレオン、ヤマネコ、リクガメ 

加工品・ 
製品 

毛皮・敷物 
トラ、ヒョウ、ジャガー、チーター、ヴィクー
ニャ（ラクダ） 

ホッキョクグマ 

皮革製品（ハンドバッグ、ベル
ト、財布等） 

アメリカワニ、シャムワニ、アフリカクチナガ
ワニ、クロカイマン、インドニシキヘビ、オ
ーストリッチ 

ワニ：クロコダイル、アリゲーター 

ヘビ：ニシキヘビ、キングコブラ、アジアコブラ 

トカゲ：オオトカゲ、テグトカゲ 

象牙製品 インドゾウ、アフリカゾウ  

はく製・標本 オジロワシ、ハヤブサ、ウミガメ フクロウ、キシタアゲハ、シャコ貝、石サンゴ、角サンゴ

アクセサリー トラ・ヒョウの爪、サイの角 ピラルクのウロコ、クジャクの羽うちわ 

その他 漢方薬（虎骨、麝香、木香を含むもの） 胡弓（ニシキヘビの皮を使ったもの） 

ワシントン条約の諸手続に関する経済産業省ホームページ 
http://www.meti.go.jp/policy/external_economy/trade_control/02_exandim/06_washington/index.html 

 

 

特恵関税制度の卒業要件の見直しについて 
参考：税関ホームページ 

 

我が国の特恵関税制度においては平成29年４月１日時点で、140ヶ国・地域が制度の対象となっており、先進国並みの経済

発展を遂げた国についてはその対象外とする「全面特恵適用除外措置（いわゆる全面卒業）」及び「部分特恵適用除外措置

（いわゆる部分卒業）」の制度を設けています。 

今回、特恵対象国の中でもいわゆる新興市場国が経済発展を遂げ、一定の所得水準に加え、近年国際貿易において一定の

輸出競争力を有するに至っていること等を踏まえ、より必要とする国に対しその恩恵を行き渡らせるために、特恵関税制度

の卒業要件の見直しを行うこととなりました。 

この制度の見直しについては、平成28年11月24日の第３回関税分科会で審議され、同年12月８日に関税・外国為替等審議

会より財務大臣に答申されました。 

 

 現行 見直し後 実施時期 

部分卒業 ①世銀統計の「高所得国」に該当した国 

①世銀統計の「高所得国」に該当した国 

及び 

②世銀統計の「高中所得国」に該当し、かつ、世

界の総輸出額に占める当該国の輸出額の割合

が１％以上である国 

平成30年４月～

全面卒業 
①３年連続して世銀統計の「高所得国」に

該当した国 

３年連続して①又は②を満たした国： 

①世銀統計の「高所得国」に該当した国 

②世銀統計の「高中所得国」に該当し、かつ、世

界の総輸出額に占める当該国の輸出額の割合

が１％以上である国 

平成31年４月～

※後発開発途上国（LDC）は卒業の対象から除く。 

※2017年公表の世銀統計では、2015年時点で１人当たりの国民総所得が、 

12,476ドル以上： 「高所得国」 

4,036ドル～12,475ドル： 「高中所得国」 

1,026ドル～ 4,035ドル： 「低中所得国」 

1,025ドル以下： 「低所得国」 

とされています。 
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本 部 

■主な活動 ················································································  

【2017年2月】 

教育セミナー「国際物流 中国の通関と貿易」 

［2.15／於：連合会館（東京）］ 

初めて対中貿易に従事する事業者に向けて、中国貿易・通関

に係る特殊で難解な制度、枠組み及び手続についてわかりやすく

解説。 

貿易実務研究部会（第649回） 

［2.15／於：学士会館（東京）］ 

◎「平成29年度関税改正について」 

TPPと21世紀の関税・貿易政策研究会（第15回） 

［2.22／於：日本関税協会会議室］ 

教育セミナー「国際物流 ベトナム進出とビジネスリスク」 

［2.22／於：連合会館（東京）］ 

ベトナムについて投資と

税務の二つの側面から解

説。ベトナムの新投資法の

概要や、輸出製造企業での

税務リスクや通関・保税関連

の事例を紹介。 

教育セミナー「品目分類 第５回」 

［2.27／於：連合会館（東京）］ 

関税率表の解釈のための通則を紐解き、理解を深めるととも

に、その通則を駆使して特定の項・号にどのようにして物品が分類

され、正しい関税率が適用されるかについて解説。第５回はプラス

チック、ゴム、革、木材、紙、陶磁器、ガラスの製品の分類につい

て検討。 

≪CIPIC≫ 
CIPIC会員の税関見学会 

[2.22／於：東京税関東京外郵出張所] 

CIPIC会員16名の参加を得て、東京外郵出張所の見学会を実

施しました。 

【3月】 

2017年度 通関士養成講座ガイダンス 

[3.1／於：連合会館(東京)] 

通関士資格の取得を目指す人のための2017年度講座説明会。

通関士の仕事と役割、通関士試験の概要説明、勉強法の紹介、

合格者による体験発表等を実施。第50回通関士試験の合格者

が、勉強法や試験本番までの心構えなどについてプレゼンテーシ

ョンを行った。 

貿易実務研究部会（第650回） 

［3.10／於：学士会館（東京）］ 

◎「特恵原産地規則における累積制度」 

AEO事業者連絡協議会分科会（東海地区） 

［3.15／於：名古屋港湾会館（愛知）］ 

製造・輸出入事業者（26社･35名）、通関･物流事業者（23社･39

名）が参加し、関税局･税関当局からの説明及びAEO事業者によ

る実務事例の発表を行った。また、AEO制度に関する様々な意見

交換を行った。 

教育セミナー「実地研修 川崎外郵・羽田空港」 

［3.16／於：川崎外郵出張所・羽田空港］ 

午前は横浜税関川崎外郵

出張所で国際郵便物の通関

の仕組みと知的財産侵害物品

の監視・取締の最前線を見

学。午後は羽田空港に移動

し、東京税関羽田税関支署、

動物検疫所羽田空港支所、横

浜植物防疫所羽田空港支所を見学し、通関に係る税関・他法

令手続と実際の貨物の検査の様子を見学し、最後は東京国際

エアカーゴターミナル(株)へ。実際に貨物が蔵置されている保

税上屋を見学し、航空貨物の流れや荷役の様子について理解

を深めた。東京・横浜支部と共催。 

平成28年度下期全国事務局長会議 

［3.21／於：連合会館（東京）］ 

髙橋理事長、本部事務局、全国９支部の事務局長が一同に集

まり、会員からの要望や今後の事業運営について意見交換がされ

ました。 

第33回理事会及び役員等懇談会 

［3.22／於：学士会館（東京）］ 

平成29年度事業計画及び収支予算書、平成28年度下期の事

業報告が行われ、藤沢久美評議員に「第４次産業革命と社会の変

化」についてご講演戴きました。 

『通関士試験問題・解説集 平成29年度版』発行 

[3.24] 

「過去３年の本試験問題」編は、試験に出

題されたそのままを収録し、詳細な解説をつ

けました。また、過去10年の試験問題を、科

目別・項目別にまとめ出題頻度順に並び替

えました。 

定価：本体3,700円＋税

教育セミナー「品目分類 第６回」 

［3.27／於：連合会館（東京）］ 

第６回は貴金属及び卑金属の製品並びに20部の雑品の分類

の原則について検討。 

『外国貿易概況2016年12月号』発行 

[3.29] 

日本の貿易統計を多角的視点で集計した

冊子です。12月号は年集計号となります。 

定価：本体3,160円＋税

『日本貿易月表2016年12月号（品別国別編）』発行 

[3.30] 

2016年の集計号となり、各品目毎に貿易

統計確定値及び2016年の修正値を掲載。 

定価：本体28,000円＋税
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第１回AEO事業者連絡協議会検討会 

［3.29／於：日本関税協会会議室］ 

AEO事業者11社からなる検討会を発足し、分科会等で出され

た意見・課題等について検討した。 

≪CIPIC≫ 
CIPIC運営委員会 

[3.7／於：日本関税協会会議室] 

CIPICに関する平成29年度事業計画及び予算について審議戴

き、この結果は日本関税協会全体の同年度事業計画及び予算に

含めて、同月22日に開催された公益財団法人日本関税協会の理

事会に報告・了承されました。 

【4月】 

『実行関税率表（2017年度版）』発行 

[4.3] 

輸入申告において貨物を分類するために

記載を要する品名・品目番号及び税率（基

本、協定、特恵、暫定）と取扱単位を一覧で

きるように掲載しています。その他注書で

は、各品目に係る固有の法律について、そ

の名称を表示しています。 

定価：本体24,000円＋税

『Zeirom 2017』発売 

[4.3] 

実行関税率表、輸出統計品目表、関税率

表解説、関税分類例規集などの書籍データ

を検索、表示、印刷、出力するデータベース

ソフト（CD-ROM）です。 

定価：本体38,000円＋税

『通関士試験補習シリーズ 通関手続ドリル2017』発行 

『通関士試験補習シリーズ 計算問題ドリル2017』発行 

『通関士試験補習シリーズ 関税評価ドリル2017』発行 

[4.3] 

過去10年の本試験を分析した上で、出題分野を整理し、さら

に第51回試験の出題範囲となる法改正も追加し掲載しました。 

定価：本体2,000円＋税      定価：本体2,000円＋税      定価：本体2,000円＋税

『日本貿易月表2016年12月号（国別品別編）』発行 

[4.4] 

2016年集計号で、国と地域を基軸として

おり、日本と取引のある国・地域の年間輸出

入を詳細に掲載しています。 

定価：本体40,000円＋税

『通関士試験の指針（平成29年度版）』発行 

[4.12] 

通関業法や関税法など、試験科目となっ

ている法規の各項目について丁寧に記述し

ています。また、『通関士試験問題・解説集』

との「相互参照表」も掲載しています。 

定価：本体5,800円＋税

教育セミナー「実地研修 東京港」 

［4.13／於：東京港］ 

通関手続の流れを現場

見学を通じて体感する講

座。午前は東京税関本関

で輸出入通関の概要と管

轄の概況について理解した

後に、青海大型X線コンテ

ナ検査センターへ移動し、

貨物の監視・取締りの最前

線を見学。午後は東京都港湾局所属の「新東京丸」で海上から

港湾施設を視察後、大井埠頭へ。コンテナヤードにて荷役の様

子や貨物の流れについて理解を深めた。東京支部と共催。 

貿易実務研究部会（第651回） 

［4.13／於：学士会館（東京）］ 

◎「通関手続等に係る電子化・ペーパーレス化のための取組み」 

AEO事業者連絡協議会分科会（阪神地区） 

［4.17／於：新大阪丸ビル別館（大阪）］ 

製造・輸出入事業者（28社･43名）、通関･物流事業者（38社･62

名）が参加し、関税局･税関当局からの説明及びAEO事業者によ

る実務事例の発表を行った。また、AEO制度に関する様々な意見

交換を行った。 

2017年度通関士養成各種講座（通信教育講座、講習会）を開講 

2017年度講座開講。開講期間：2017年4月～2017年9月 

2017年度第18回全国通関士模試、オンライン模試申込受付開始 

［4.20］ 

セミナー『ビジネスの流れを読む』（第４回）「インバウンドと、消費・

サービスの拡大～グローバルな活力をビジネス、観光、サービス

の創出につなげる～」（東京商工会議所・関西学院大学・日本関

税協会・日本観光振興協会 共催） 

［4.21／於：ステーションコンファレンス東京「サピアホール」］ 

基調講演『インバウンド

による消費・サービス市場

の発展と 課題』（ 観光庁 

瓦林康人氏）及びプレゼン

テーション『インバウンドに

よる購買・消費市場多様化

への対応～外国人訪日客

の消費動向とビジネス創出への試み～』（三越伊勢丹ホールデ

ィングス 瓦林恭子氏）、『地方創生！～今、ショップチャンネル

にできること～』（住友商事 篠原淳史氏）、『アジアと世界の活

力を取り込む-JR東日本のインバウンド・消費戦略』（東日本旅客

鉄道 松崎哲士氏）のあと、『サービス貿易、消費市場の変化と

ビジネス機会の創出～アジア＆海外の活力をどうビジネスに取

り込むか～』と題してパネルディスカッションを行った。 
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≪CIPIC≫ 
CIPIC講演会 

[4.4／於：連合会館（東京）] 

弁理士の黒瀬雅志氏から

「中国模倣品対策の最近の重

点課題」について、財務省関

税局知的財産調査室長の加

藤誠氏から「税関における知

的財産侵害物品の差止状況」

について、講演を戴きました。 

【5月】 

第２回AEO事業者連絡協議会検討会 

［5.9／於：日本関税協会会議室］ 

貿易実務研究部会（第652回） 

［5.11／於：学士会館（東京）］ 

◎「貿易取引におけるブロックチェーン技術の活用について」 

教育セミナー「実地研修 横浜港」 

［5.12／於：横浜港］ 

現場見学を通じて、輸出

入通関に係る手続や貨物の

流れを体感していただく講

座。午前は横浜税関広報展

示室にて税関業務と管轄の

概況について説明を受けた

後、本牧埠頭大型X線検査

センターにて貨物の監視・取締りの意義や重要性について理解

を深めた。午後は本牧埠頭B/C突堤のコンテナヤードへ移動

し、貨物の流れやコンテナ荷役の様子を目の前で見学し、最後

に「マリーンシャトル」に乗船し海上から港湾各種施設を視察し

て総括。横浜支部と共催。 

2017年度 通関士通信教育講座 スクーリング開講 

［5.13-5.14／於：連合会館（東京）］ 

通関士養成通信教育講座受講生のうち、希望者60名を対象に

二日間のスクーリングを行いました。 

2017年度 通関士養成講座 東京税関見学会 

［5.15／於：東京税関］ 

通関士養成講座受講生のうち、参加希望者42名を対象に東京

税関の見学会を行いました。 

第35回理事会 

［5.15／於：学士会館（東京）］ 

平成28年度事業報告及び決算報告、評議員会招集、CIPIC運

営委員の承認等が行われた。 

教育セミナー「ロールプレイで学ぶ はじめての貿易実務」 

［5.18／於：連合会館（東京）］ 

貿易実務に初めて携わる方を対象に、座学で貿易実務全体の

枠組みを解説し、実際に書類作成を伴ったロールプレイによって

貿易実務全体の流れを体感して戴く講座。 

『通関士試験ゼロからの申告書2017』発行 

[5.19] 

通関士試験で実務経験が無い受験者に

とって頭を悩ませる「申告書作成」に焦点を

当てた参考書です。 

定価：本体3,000円＋税

『通関士試験まるわかりノート2017』発行 

[5.19] 

155題の豊富な例題・解説、解法のテクニ

ック等を、１テーマにつき見開き２頁でまとめ

ており、どのような事項が試験に出題される

かを把握できます。また、語句選択式問題等

で頻出する条文をまとめて掲載しました。 

定価：本体3,700円＋税

AEO事業者連絡協議会分科会（九州・沖縄地区） 

［5.23／於：福岡県中小企業振興センター（福岡）］ 

製造・輸出入事業者、通関･物流事業者合同で21社･32名が参

加し、関税局･税関当局からの説明及びAEO事業者による実務事

例の発表を行った。また、AEO制度に関する様々な意見交換を行

った。 

日本貿易学会全国大会 

［5.27-28／於：愛知学院大学（愛知）］ 

統一テーマ「メガFTAの意義：WTOの現状と課題に関連して」

及び自由論題テーマ①統一テーマに関連する論題、②貿易理

論、③通商政策、④貿易商務、⑤国際物流等９つのテーマにつ

いて研究報告が行われた。 

参加した調査研究担当部長は「地域貿易協定における財別原

産地規則の影響」（中岡真紀氏報告）に対するコメンテーターを務

めた。 

教育セミナー「通関手続 入門編」 

［5.29／於：連合会館（東京）］ 

貿易業務・通関手続業務に

初めて携わる方を対象に、輸

出入通関手続に係る基本的

な関税制度の留意点につい

て解説。 

第19回評議員会及び懇談会 

[5.30／於：学士会館（東京）] 

第19回評議員会及び第36回理事会を開催。理事会終了後に

懇談会を開催。（次頁参照） 

≪CIPIC≫ 
関税局との非公式会合 

[5.12／於：日本関税協会会議室] 

関税局知的財産調査室とCIPIC会員との意見交換会を実施し

ました。 

■今後の予定 ··········································································  

【6月】 

教育セミナー「実地研修 成田国際空港」 

◎開催日：2017年6月1日（木） ◎会場：成田国際空港 

◎受講料：賛助会員：11,000円＋税／一般：16,500円＋税 

教育セミナー「貿易実務 基礎編」 

◎講師：曽我しのぶ氏 

◎開催日：2017年6月5日（月） ◎会場：連合会館（東京） 

◎受講料：賛助会員：12,000円＋税／一般：18,000円＋税 

貿易実務研究部会（第654回） 

◎開催日：2017年6月7日（水） ◎会場：学士会館（東京） 

◎「WTO貿易円滑化協定について」 

◎講師：財務省関税局 第一参事官室 国際交渉担当 世界貿
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易機関専門官 水沼徹夫氏 

教育セミナー「実地研修 東京外郵」 

◎開催日：2017年6月8日（木） ◎会場：東京港・東京外郵出張所 

◎受講料：賛助会員：9,000円＋税／一般：13,500円＋税 

AEO事業者連絡協議会 

◎開催日：2017年6月12日（月） 

◎会場：TKP御茶ノ水会議室（東京） 

教育セミナー「国際物流 中国の通関と貿易」 

◎講師：岩見辰彦氏 

◎開催日：2017年6月20日（火） ◎会場：連合会館（東京） 

◎受講料：賛助会員：9,000円＋税／一般：13,500円＋税 

教育セミナー「基礎から振り返る貿易実務」 

◎講師：高橋靖治氏 

◎開催日：2017年6月29-30日（木-金） ◎会場：連合会館（東京） 

◎受講料：賛助会員：18,000円＋税／一般：27,000円＋税 

【7月】 

教育セミナー「貿易取引の構造変化と実務」 

◎講師：公平伸夫氏 

◎開催日：2017年7月6日（木） ◎会場：連合会館（東京） 

◎受講料：賛助会員：13,000円＋税／一般：19,500円＋税 

貿易実務研究部会（第653回） 

◎開催日：2017年7月4日（火） ◎会場：学士会館（東京） 

◎「クールジャパン政策について」 

◎講師：経済産業省商務情報政策局 生活文化創造産業課（クリ

エイティブ産業課） 課長補佐 佐藤晋太郎氏 

教育セミナー「国際物流 検証：中国貿易と通関（輸出編）」 

◎講師：岩見辰彦氏 

◎開催日：2017年7月10日（月） ◎会場：連合会館（東京） 

◎受講料：賛助会員：12,000円＋税／一般：15,000円＋税 

教育セミナー「国際物流 検証：中国貿易と通関（輸入編）」 

◎講師：岩見辰彦氏 

◎開催日：2017年7月11日（火） ◎会場：連合会館（東京） 

◎受講料：賛助会員：12,000円＋税／一般：15,000円＋税 

教育セミナー「貿易実務 金融編」 

◎講師：曽我しのぶ氏 

◎開催日：2017年7月19日（水） ◎会場：連合会館（東京） 

◎受講料：賛助会員：13,000円＋税／一般：19,500円＋税 

教育セミナー「通関手続 入門編」 

◎講師：石原伸志氏 

◎開催日：2017年7月24日（月） ◎会場：新梅田研修センター（大

阪） 

◎受講料：賛助会員：10,000円＋税／一般：15,000円＋税 

≪CIPIC≫ 
ＣＩＰＩＣ主催 講演会 

◎開催日：2017年7月24日（月） ◎会場：連合会館（東京） 

◎テーマ：最新技術を活用した模倣品対策 

 

第19回評議員会及び懇談会について 

2017年５月30日（火）／於：学士会館

 

第19回評議員会において、平成28年度事業の報告と平

成28年度決算報告が承認されました。 

公益法人は公益事業を展開し、その便益を広く一般国民

に受益することが期待されることから、事業別に収入が費用

を上回らない収支相償の原則が適用されますが、協会の決

算書もこれに沿ったものとなります。なお、報告・承認された

事業報告書及び決算報告書等は６月末までに内閣府へ提

出されます。 

その他の議題として評議員の選任が行われ、川合正矩評

議員（日本通運（株）取締役相談役）が任期の途中で退任さ

れ、その任期を引継ぎ渡邉健二様（日本通運（株）代表取締

役会長）が選出されました。続いて理事及び監事の選任が

行われ、段谷繁樹双日(株)副会長が新たに選任され、他13

名と監事の２名は再任されました。 

評議員会終了後、第36回理事会が開催され、理事長及

び専務理事の選任決議が行われ、引き続き髙橋厚男理事

長、河野泰一専務理事が選任されました。また、会長、顧問

も再任されました。 

理事会終了後の懇談会においては、髙橋理事長がTPP

はアメリカを除いたTPP11として発足し、アメリカの参加を促し

ていくこと、また、G7首脳会議でも謳われたテロとの戦いは

主要な優先事項であり、本年の関税改正でもテロ対策の一

つとして航空機の旅客及び貨物に係る入出国情報の事前

報告制度の拡充が行われたことから関税協会でも何らかの

協力をしていきたいと挨拶した。 

 

 

           髙橋理事長 

続いて挨拶に立った梶川関税局長は、テロ対策としてイン

テリジェンスとインフォメーションが大事であり、AIや認証技術

など先端の技術を税関行政に取り組むためAI研究会を立ち

上げたこと、また、TPPにおいて日本は自由主義の旗手とし

て国際会議に臨んでおり、TPP11でその意義を再確認し米

国が戻って来られるよう選択肢を考えようという趣旨の声明を

出し、オーストラリア、ニュージーランドとならび推進すると挨

拶した。 

 

 

           梶川関税局長 
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［横浜支部］ いわき陸運株式会社 

 

■代表者＝代表取締役 高萩 進 

■事業内容＝一般貨物運送事業、倉庫事業、太陽光発

電事業 

■住所＝〒979-0155 

福島県いわき市三沢町沼平59番地 

■TEL＝0246-78-1690 

■FAX＝0246-78-1692 

■HP＝http://www.iwaki-riku.co.jp/ 

当社は東北の玄関口であり、１年を通して気候が温
暖で降雪の少ない、常磐道いわき勿来インターの隣で
敷地面積38,000坪に８棟：12,000坪の営業倉庫を有
し、運送・倉庫事業を展開しています。 

倉庫は国内貨物の他、コンテナ貨物にも対応可能
な施設を配備し、様々な貨物の取扱に対応しておりま
す。 

また運送事業は、陸上輸送に対応する多種多様な
車両に加え、RORO船による海上輸送にも対応可能な
体制を構築しています。 

   

［大阪支部］ 丸協運輸株式会社 

 

■代表者＝代表取締役社長 渡部 智 

■事業内容＝一般貨物自動車運送事業、倉庫業、通関

業など 

■住所＝〒577-0015 

大阪府東大阪市長田3丁目6番10号 

■TEL＝06-6785-0246 

■FAX＝06-6787-4855 

■HP＝http://www.marukyo.jp/ 

｢顧客サービスの向上｣、｢物流関連コストの削減｣、
｢市場競争力の向上｣などを目的として、荷主企業と共
に、ロジスティクスシステムの改善を図り、最適物流の
提案及び、物流アウトソーシングが出来るのが、弊社
の強みです。 

   

［大阪支部］ 三和包装産業株式会社 

 

■代表者＝代表取締役 礒邉 忠久 

■事業内容＝物流業 

■住所＝〒571-0038 

大阪府門真市柳田町28番1号 

■TEL＝06-6908-3567 

■FAX＝06-6906-6944 

■HP＝http://www.hat.hi-ho.ne.jp/isobe-sanwa/ 

当社は、保管・輸送・梱包・製函というトータル物流
を担い、本部拠点となっている７号倉庫では保税蔵置
場（4,462㎡）にて輸入ワインを取り扱っております。お
客様のニーズに「正確・迅速・柔軟に」を経営理念に掲
げお客様に満足頂けるサービスを提供してまいりま
す。 

   

［神戸支部］ 全農サイロ株式会社 倉敷支店 

 

■代表者＝代表取締役社長 杉山 由洋 

■事業内容＝倉庫業等 

■住所＝〒713-8103 

岡山県倉敷市玉島乙島新湊8267  

■TEL＝086-522-0316 

■FAX＝086-522-0470 

■HP＝http://www.zsilo.co.jp/ 

2017年４月１日、国際物流の重要拠点として整備の
進む水島港玉島ハーバーアイランドに、倉敷支店を開
設しました。 

飼料工場・製油工場とともに立地し、飼料用穀物お
よび製油原料の荷揚げ・保管・供給、製油工場で製造
される大豆ミールの船積みなど、食料コンビナートの
物流拠点として機能しています。 

 

新規会員紹介につきまして 

『ハーモニー』では、新規に会員になられた皆様をご紹介させていただいております。社屋の外観

や、賛助会員企業様の主力商品などのお写真も併せて掲載させていただきます。また、個人でご入

会された方につきましても、ご希望があれば、掲載させていただきます。 

ぜひ賛助会員様のＰＲ・宣伝の場として小誌『ハーモニー』をご活用いただけましたら幸いです。 
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COLUMN 
ブレークタイム 
b r e a k t i m e 

 

第20回 “不穏な空気が漂う世界” 

 

 芳賀 勝志 

 

 

約半年間ほど、ブレークタイムを頂いた。またそろそろ、ボケ防止等に取り組む

必要が生じてきたと思っている。この間の４月上旬には、私事で誠に恐縮だがいつ

の間にか「金婚式」を迎えていたものだから、少しばかり奮発してニュージーラン

ドに初めて行ってきた。北島のオークランド経由で行き先は南島、同島は日本の北

海道と南北半球でほぼ同じ緯度で、風景や景色がよく似た印象を受けた。ただ、現

地の季節はすでに秋、紅葉が始まっていた。道中、Mt.クックの麓を散策していた

際、氷河が崩落する大きな雷鳴そっくりの音を至近距離で耳にするという貴重な経

験をさせてもらったのが、大きな収穫だ。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

加えて先日のゴールデンウィークには、かねてから関心を抱いていた「あしかが

フラワーパーク」の“藤まつり”を覗いてきた。当地の藤の花は、うす紅色、むら

さき色、白色、黄色の順に咲くそうで、毎年５月の連休前後に3,500本以上の藤が園

内で順次咲き出すように設計されているという。私が訪れたときは、むらさき色と

白色が絶好調で5,000株あるツツジの花との競演が見事だった。さらに、“八重桜”な

らぬ“八重藤”なる藤の花があることも初めて知った。夜景もまた違った趣があるら

しいので、特にPRを頼まれたわけではないが、一見の価値が十分過ぎるほどあるの

は疑いのないところ。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

ヨーロッパのあちこちで近年テロ事件が続発している関連からか、それよりは安

全と思われるニュージーランドは人気が高いようで、世界中から様々な人種が観光

に来ていた。色々な言語が飛び交う中、当方も中国語、韓国語で何度か声をかけら

れた。雑多な人種があちこちの観光地を一緒にしかも和やかに行動しているわけだ

が、いとも平和な光景に映る。かたや「あしかがフラワーパーク」でも同様だ。中

国人、韓国人、インド人、欧米人等々、日本人が肩身を狭く感ずるほど、外国人の

数に圧倒された。CNNで当地が“世界の夢の旅行先”に選ばれて大きく宣伝されたら

しく、観光バスを仕立て団体で押し寄せるほど急激に外国人に人気が高まっていた

ようだ。この光景も平和といえば平和と言えよう。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

こんな平和な光景がある一方で、このところ世界的に不穏な空気が漂い始めては

いまいか。過激な言動で世間を揺るがす指導者が次々と現れ出ているからだ。何し

ろ自国の利益優先で猛進するパターンなものだから、傍目には結構“ヒヤヒヤもの”

に映る。情勢の展開次第では一触即発の危険性をもはらむから、何かしら怖い。こ

れまで取り組んでいた世界の理想『グローバル・インターナショナル』は、どこか

に行ってしまいそうだ。昭和初期、大蔵官僚から政界へ転じ第27代内閣総理大臣と

なった濱口雄幸（幸雄の名を、父親が出生届の際酔っぱらって誤ったらしい）とい

う方がおられた。「男子の本懐」や数々の名言で有名だが、現下の先行き不透明な

状況をもし知ったなら、果たしてどんな反応・コメントを発するのだろうか。 
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函館支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
苫小牧地区講演会 

[2.24／於：グランドホテルニュー王子（苫小牧）] 

苫小牧地区協議会は、苫小牧税関支署長・庭山正平氏を講師に

お迎えして地区講演会を開催し、「苫小牧税関支署の現況と税関

の検査機器」と題し講演をいただきました。 

講演では、全国税関における関税法違反事件の状況、苫小牧港

の船舶入港状況・コンテナ取扱本数・貿易額の推移等、また、Ｘ線

検査機器や麻薬探知犬など検査機器の特性・導入経緯・苦労話な

どについて説明され、参加した約70名の地区会員は興味深く熱心

に聴講しました。 

長岡地区協議会会長挨拶 

 

庭山苫小牧税関支署長 

【４月】 
原産地規則説明会 
［4.14／於：かでる２・７[北海道立道民活動センター]（札幌）］ 

函館支部は、４月14日（金）札

幌市において「原産地規則説明

会」を開催しました。 

経済連携協定（EPA）税率適

用に必要な原産地規則の理解

を深めていただくことを目的に、

東京税関業務部原産地センター

から上原原産地調査官、松本調

査官を講師にお迎えし、原産品に関する原則的規定や手続的規

定ついて、詳細かつ丁寧に説明をいただきました。参加者はメモを

取りながら熱心に聴講し、演習問題にも真剣に取り組むなど有意義

な説明会となりました。 

原産地規則説明会 

留萌地区協議会定時総会及び講演会 

［4.24／於：留萌産業会館］ 

◎演題：｢最近における貿易動向・税関行政について｣ 

◎講師：函館税関総務部長 中村三一氏 

稚内地区協議会定時総会及び講演会 

［4.25／於：稚内海員会館］ 

◎演題：同上 

◎講師：同上 

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月】 
苫小牧地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年５月10日(水) 

◎場所：グランドホテルニュー王子 

室蘭地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年５月11日(木) 

◎場所：室蘭プリンスホテル 

札幌地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年５月11日(木) 

◎場所：札幌プリンスホテル 

小樽地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年５月12日(金) 

◎場所：ホテルノルド小樽 

秋田地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年５月19日(金) 

◎場所：秋田ビューホテル 

青森地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年５月22日(月) 

◎場所：アップルパレス青森 

八戸地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年５月23日(火) 

◎場所：八戸グランドホテル 

釜石・大船渡地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年５月30日(火) 

◎場所：釜石ベイシティホテル 

【６月】 
釧路地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年６月１日(木) 

◎場所：ANAクラウンプラザホテル釧路 

根室地区協議会定時総会及び講演会 

◎日時：2017年６月２日(金) 

◎場所：根室商工会館 

函館支部定時幹事会及び事業報告会、講演会 

◎日時：2017年６月８日(木) 

◎場所：函館国際ホテル 

東京支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
関税評価・品目分類・原産地規則セミナー 

[2.9] 

【３月】 
山形地区講演会 

［3.6／於：ホテルメトロポリタン山形］ 

◎演題：｢最近の税関行政について｣ 

◎講師：東京税関監視部長 水井修氏 

水井修氏 

 

教育セミナー「実地研修（川崎外郵・羽田空港）」（本部共催） 

[3.16] 

群馬地区講演会 

［3.22／於：ホテルメトロポリタン高崎］ 

◎演題：｢最近の税関行政を巡る状況について｣ 

◎講師：東京税関業務部長 上川純史氏 

上川純史氏 
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【４月】 
教育セミナー「実地研修（東京港）」（本部共催） 

［4.13／於：東京港］ 

新潟地区講演会 

［4.26／於：ANAクラウンプラザホテル新潟］ 

◎演題：｢最近の税関行政等について｣ 

◎講師：東京税関長 大森通伸氏 

 
大森通伸氏 

 

当支部では、地区活動の一環として毎年、山形、群馬、新潟の各

地区において、東京税関の幹部の方に講師をお願いし、講演会、

懇談会を実施しています。税関行政に対する理解を深めていただ

き、税関と地区会員等との連携を強化する良い機会となっていま

す。本年も各地区で開催し、大変盛況でした。 

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月】 
経済連携協定の原産地規則セミナー 

◎日時：2017年５月23日（火） 

【６月】 
教育セミナー「実地研修（成田空港）」（本部共催） 

◎日時：2017年６月１日（木） 

関税評価・品目分類・原産地規則セミナー 

◎日時：2017年６月６日（火） 

教育セミナー「実地研修（東京外郵出張所）」（本部共催） 

◎日時：2017年６月８日（木） 

【７月】 
第67回 東京支部定時常任幹事会・事業報告会・講演会 

◎日時：2017年７月28日（金） 

◎場所：グランドプリンスホテル高輪 

横浜支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
横浜税関検数・検定協議会 

[2.8／於：横浜第一港湾合同庁舎] 

検数・検定関係会員と税関関係部門との意見交換会を開催しま

した。検数・検定関係会員からは、「最近の検数・検定の現状につ

いて」の説明、税関側からは、「ADB年次総会開催に伴う取締強化

への協力依頼について」、「最近の密輸摘発状況等について」、「保

税地域の推移等について」及び「バーゼル条約について」の説明

の後、活発な質疑応答が行われ、大変有意義なものとなりました。

最後には、港湾地区における不正行為及び不審情報等を発見・入

手したときの連絡・連携をより一層緊密にすることを確認し、終了し

ました。 

千葉地区会員懇談会 

[2.16／於：ホテルポートプラザ ちば] 

横浜税関千葉税関支署長 岩田保雄氏をお迎えして開催した講

演会では、約100名の会員等が、演題「最近の税関行政について」

の講演を傾聴致しました。千葉地区の地域動向を踏まえた税関行

政の現状等を詳しく説明頂き、大変興味深く聴講致しました。 

幹事 安岡洋行氏 開会挨拶 

 

千葉税関支署長 岩田保雄氏 

【２月～４月】 
通関協議会 

◎本関地区ほか14官署において、計34回開催 

海務協議会 

◎本関地区ほか４官署において、計４回開催 

平成29年度 時局講演会 

[4.24／於:ローズホテル横浜] 

◎演題：｢アセアンのロジスティクスの現状とベストプラクティスとは何

か｣ 

◎講師：東海大学海洋学部教授 石原伸志氏 

アジア地域における国際物流の現状と今後の方向性、荷主動向

と具体的な国際物流システムの構築を研究している石原氏から「ア

セアンのロジスティクスの現状とベストプラクティスとは何か」との演

題でご講演を頂きました。 

今回は、アジア地域の中でもアセアンに絞って「物流コストの削

減」、「輸送リードタイムの短縮」等を図るためのグローバルロジステ

ィクスについて、その現状及び課題とベストプラクティスについて説

明を頂きました。石原氏のタイランドでの実務経験を織り込んだ講

演は、会員から大変好評を博しました。 

東海大学海洋学部教授 石原伸志氏

  

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月～６月】 
東日本海事人研修 

◎日時：2017年５月18日（木） 

◎内容：「貿易一般・港湾運送実務の概要」 

◎場所：横浜市波止場会館  

支部教育セミナー（港と税関業務） 

◎日時：2017年５月24日（水） 

◎場所：宮城県トラック協会 

経済連携協定の原産地規則セミナー 

◎日時：2017年６月12日（月） 

◎場所：横浜市波止場会館 

名古屋支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
四日市地区懇談会・講演会 

［2.15／於：四日市都ホテル］ 

四日市地区において、藤原税関長をお招きし、「最近の税関行

政等について」の講演をいただきました。懇談会・講演会には64名

の会員が出席して和やかな交歓のうち親睦を深めて盛会に終了し
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ました。 

会場の様子 

  

【３月】 
清水地区懇談会・講演会 

［3.8／於：マナーハウス・エリザベート］ 

清水地区において、藤原税関長をお招きし、懇談会・講演会を

実施しました。 

懇談会・講演会には124名が出席し会員相互の和やかな交歓の

うち親睦を深めて盛会に終了しました。 

鈴与(株)鈴木様挨拶 

  

【４月】 
税関実務研修 

[4.13、14／於：名古屋港湾会館2F] 

春の「税関実務研修」では、「関税評価の基礎」と経済連携協会

（EPA）での輸出入支援の一環として「原産地セミナー」を取り入れ、

講師は東京税関の原産地センタ―からお招きし、内容も豊富でとて

もわかりやすいと参加者115名から大好評を博しました。 

担当講師 

 

担当講師 

春期保税事務研修会 

[4.18、19／於：名古屋港湾会館2F] 

名古屋税関監視部長及び保税事務担当官を講師にお迎えし、

春期保税事務研修会（役員対象）を実施いたしました。２日間の受

講者222名の方々が熱心に傾聴され、好評を博しました。 

研修会の様子 

  

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月】 
名古屋税関保税会 総会 

◎日時：2017年５月24日（水） 

◎場所：名古屋マリオットアソシアホテル 

【６月】 
日本関税協会名古屋支部 平成29年度会員懇談会・講演会 

◎日時：2017年６月８日（木） 

◎場所：名古屋観光ホテル 

大阪支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
関税評価研修会 

［2.7／於:エル･おおさか（本関地区、関空、南大阪、京滋地区会）］ 

◎講師：東京税関業務部総括関税評価官 

大阪税関業務部首席関税評価官 

研修会の様子 

 

保税事務研修会 

［2.23／於:大阪市中央体育館（本関、保税南港会、桜友会）］ 

◎講師：大阪税関監視部保税部門担当官 

NACCSセンター西日本事務所職員 

研修会の様子 

 

保税南港会総会 

［2.10］ 

【３月】 
原産地規則講習会（食料品） 

［3.10／於:エル･おおさか］ 

◎講師：大阪税関原産地調査官 

講習会の様子 

 

関空保税会定例会 

［3.15］ 

福井地区保税会総会 

［3.16］ 

保税南港会幹事会 

［3.23］ 

【４月】 
京滋地区会総会･講演会 

［4.11／於:京都タワーホテル］ 

石川地区会総会･講演会 

［4.19／於:ホテル金沢］ 

富山地区会総会･講演会 

［4.20／於:富山第一ホテル）］ 
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和歌山地区会総会･講演会 

［4.26／於:ダイワロイネットホテル］ 

各地区会講演会 

◎演題：「最近の貿易動向と税関行政」 

◎講師：大阪税関長 中村信行氏 

関空保税会幹事会 

［4.12］ 

AEO連絡協議会（阪神地区） 

［4.17］ 

関空保税会総会 

［4.19］ 

保税南港会幹事会 

［4.28］ 

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月】 
福井地区会総会･講演会 

◎日時：2017年５月９日（火） 

◎場所：ユアーズホテル福井 

南大阪地区会総会･講演会 

◎日時：2017年５月17日（水） 

◎場所：ホテルアゴーラリージェンシー 

舞鶴･宮津地区会総会･講演会 

◎日時：2017年５月24日（水） 

◎場所：ホテルマーレたかた 

関空地区会総会･講演会 

◎日時：2017年５月25日（木） 

◎場所：関西空港会議場 

各地区会講演会 

◎演題：「最近の貿易動向と税関行政」 

◎講師：大阪税関長 中村信行氏 

【６月】 
第68回 大阪支部定時幹事会、総会、講演会 

◎日時：2017年６月７日（水） 

◎場所：ホテル日航大阪 

時局講演会 

◎演題：「医療を中心としたインバウンドビジネス」 

◎講師：近畿大学経営学部教授 勝田英紀氏 

原産地規則に係る説明会 

◎日時：2017年６月23日（金） 

◎場所：エル･おおさか 

【７月】 
教育セミナー通関手続（入門編）（本部共催） 

◎日時：2017年７月24日（月） 

◎場所：新梅田研修センター 

神戸支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
「姫路協議会報（第70号）」発行 

［2.1（姫路）］ 

平成28年分 境税関支署管内貿易概況説明会 

［2.9(境港)］ 

研修見学会 

［2.15(宇野)］ 

税関業務説明会 

［2.17(福山)］ 

通関連絡会 

［2.21(新居浜)］ 

保税業務担当者研修会 

保税業務担当者を対象とした研修会を神戸・水島・広島・香川の

４会場で開催しました。 

神戸税関、各税関支署及びNACCSセンター西日本事務所のご

協力のもと、合計502名と多数の方が参加され大変有意義な研修会

となりました。 

［2.13・14/於：三宮コンベンションセンター

（神戸）］ 

 

［2.22/於：水島愛あいサロン（水島）］

［2.23/於：広島市まちづくり市民交流プラ

ザ（広島）］ 

 

［2.24/於：坂出グランドホテル（香川）］

【３月】 
第59回 新居浜港貿易懇話会 

［3.8（新居浜）］ 

税関業務説明会 

［3.9（福山）、9（新居浜）、15（浜田）］ 

通関連絡会 

［3.21(新居浜)］ 

第52回 三島・川之江港貿易懇話会 

［3.22（新居浜）］ 

【４月】 
｢協議会報ふくやま（第22号）」発行 

［4.1（福山）］ 

第57回 尼崎協議会 定時総会・講演会 

［4.7／於:尼崎市中小企業センター］ 

◎演題:｢関税政策・税関行政について｣ 

◎講師:神戸税関長 高木隆氏 

会場の様子 

 

第52回 姫路協議会 定時総会・講演会 

［4.12／於:姫路キヤッスルグランヴィリオホテル］ 

◎演題:｢関税政策・税関行政について｣ 

◎講師:神戸税関長 高木隆氏 
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神戸税関長 高木隆氏 

 

税関幹部との意見交換会 

［4.13（徳島）］ 

第39回 境港協議会 定時総会・講演会 

［4. 13／於: 境港商工会議所］ 

◎演題:｢関税政策・税関行政について｣ 

◎講師:神戸税関業務部長 田中誠氏 

 
神戸税関業務部長 田中誠氏 

 

通関連絡会 

［4.18(新居浜)］ 

第48回 水島協議会 定時総会・講演会 

［4. 19／於:倉敷国際ホテル］ 

◎演題:｢関税政策・税関行政について｣ 

◎講師:神戸税関長 高木隆氏 

第12回 福山協議会 定時総会・講演会 

［4. 20／於: 福山ニューキャッスルホテル］ 

◎演題:｢関税政策・税関行政について｣ 

◎講師:神戸税関長 高木隆氏 

第46回 宇野協議会 定時総会・講演会 

［4. 24／於: ピュアリティまきび］ 

◎演題:｢関税政策・税関行政について｣ 

◎講師:神戸税関長総務部長 若林仁氏 

保税部会総会 

［4.24(宇野)］ 

税関業務説明会 

［4.25（福山）、4.28（境港）］ 

保税部会・税関連絡協議会合同総会 

［4.26（広島）］ 

第28回 浜田協議会 定時総会・講演会 

［4.26／於：浜田ワシントンホテルプラザ］ 

◎演題:｢関税政策・税関行政について｣ 

◎講師:神戸税関長 高木隆氏 

総会の様子 

 

第56回 呉協議会 定時総会・講演会 

［4. 27／於：呉阪急ホテル］ 

◎演題:｢関税政策・税関行政について｣ 

◎講師:神戸税関長監視部長 水谷浩隆氏 

神戸税関監視部長 水谷浩隆氏講演

 

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月】 
第53回 徳島協議会 定時総会・講演会 

◎日時：2017年５月９日（火） 

◎場所：ホテルクレメント徳島 

第50回 高知協議会 定時総会・講演会 

◎日時：2017年５月11日（木） 

◎場所：城西館 

第57回 新居浜協議会 定時総会・講演会 

◎日時：2017年５月16日（火） 

◎場所：リーガロイヤルホテル新居浜 

第48回 今治協議会 定時総会・講演会 

◎日時：2017年５月17日（水） 

◎場所：今治国際ホテル 

第48回 松山協議会 定時総会・講演会 

◎日時：2017年５月18日（木） 

◎場所：アイテムえひめ 

第57回 香川協議会 定時総会・講演会 

◎日時：2017年５月24日（水） 

◎場所：オークラホテル丸亀 

第50回 広島協議会 定時総会・講演会 

◎日時：2017年５月25日（木） 

◎場所：リーガロイヤルホテル広島 

【６月】 
第68回 神戸支部 定時総会・講演会 

◎日時：2017年６月13日（火） 

◎場所：ホテルオークラ神戸 

経済連携協定の原産地規則に係るセミナー 

◎日時：2017年６月21日（水）、22日（木） 

◎場所：神戸市勤労会館 

門司支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
細島地区MOU連絡会・貨物管理責任者研修会 

［2.13／於：細島港湾合同庁舎（日向市）］ 

◎MOU連絡会 

細島税関支署職員が最近の摘発事例等を紹介し、情報提供へ

の協力依頼を行いました。同地区の会員13名が聴講しました。 

◎貨物管理責任者研修会 

◎講師：門司税関監視部保税地域監督官 田中浩氏 

「適正な貨物管理と内部監査の充実」について説明があり、参加

者（20名）は真剣に聞き入っていました。 
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研修風景 

  

貿易実務講座 

[2.15／於：鹿児島県立志布志高等学校（志布志市）] 

「入門編・税関業務説明」を長崎支部及び長崎税関保税地域協

議会と共催しました。 

保税 初任者研修会 

［2.24／於：福岡空港合同庁舎（福岡市）］ 

◎講師:福岡空港税関支署統括監視官（保税担当） 

研修風景 

 

【3月】 
保税・非違事例勉強会 

［3.7／於：福岡港湾合同庁舎（福岡市）］ 

◎講師：門司税関監視部保税地域監督官 田中浩氏 

本勉強会は、門司支部保税会西九州ブロックの会員を対象に開

催され、保税業務で発生する非違（法令違反）の発生原因、再発防

止策等を、講義、グループ討議を通じて、具体的事例を教材にして

考えるもので、同ブロック内の会員113名が参加しました。 

勉強風景 

  

保税 初任者研修会 

[3.22／於：福岡港湾合同庁舎（福岡市）］ 

◎講師：博多税関支署統括監視官（保税担当） 

貨物管理責任者研修会 

［3.23／於：大分港湾合同庁舎（大分市）］ 

◎講師：門司税関監視部保税地域監督官 田中浩氏 

研修風景 

  

【４月】 
大分地区MOU連絡会・保税 初任者研修会 

[4.19／於：大分港湾合同庁舎（大分市）] 

◎MOU連絡会 

 大分税関支署職員が最近の摘発事例等を紹介し、情報提供への

協力依頼を行いました。同地区の会員33名が聴講しました。 

◎保税 初任者研修会 

◎講師：大分税関支署統括監視官（保税担当） 

門司・小倉地区MOU連絡会 

［4.20／於：門司港湾合同庁舎（北九州市）］ 

◎説明事項等 

(1)密輸に関する情報提供依頼及び連絡事項について（門司税関） 

(2)第６次NACCSについて<保税CY関係>（NACCSセンター） 

(3)会員各位からの協議、要望事項について 

以上、同地区の会員82名が聴講しました。 

MOU連絡会風景 

  

貨物管理責任者研修会 

［4.26／於：岩国港湾合同庁舎（岩国市）］ 

研修風景 

  

下関地区MOU連絡会 

［4.27／於：下関港湾合同庁舎（下関市）］ 

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月】 
AEO事業者連絡協議会分科会（九州・沖縄地区） 

◎日時：2017年５月23日(火) 

◎場所：福岡県中小企業振興センター（福岡市） 

◎主催：日本関税協会 調査・研究グループ 

保税非違事例勉強会 

◎日時：2017年５月24日（水） 

◎場所：旧大連航路上屋 多目的室（北九州市） 

◎講師：門司税関監視部 保税地域監督官 

【６月】 
平成29年度定時支部幹事会、定時支部総会、 

保税部会役員全体会議 

◎日時：2017年６月５日（月） 

◎場所：ステーションホテル小倉（北九州市） 

時局講演会 

◎日時：2017年６月５日（月） 

◎場所：ステーションホテル小倉（北九州市） 

◎演題：｢熊本震災後の九州経済と今後の見通し｣ 

◎講師：公益社団法人九州経済調査協会 

      調査研究部次長 片山礼二郎氏 

経済連携協定の原産地規則説明会（長崎、沖縄支部と共催） 

◎日時：2017年６月７日（水）、８日（木） 

◎場所：福岡県中小企業振興センター（福岡市） 

◎講師：東京税関業務部 総括原産地規則調査官 

貨物管理責任者研修会 

◎日時：2017年６月13日（火） 

◎場所：戸畑税関支署 会議室 

◎講師：門司税関監視部 保税地域監督官 
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貨物管理責任者研修会 

◎日時：2017年６月16日（金） 

◎場所：下関港湾福祉センター 会議室（下関市） 

◎講師：門司税関監視部 保税地域監督官 

長崎支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
第41回合同飼料分科会 

[2.9／於:都城ロイヤルホテル(都城市)] 

飼料製造工場及び関連企業の会員29社45名の出席のもと、講

演会や意見交換等を行う合同飼料分科会を都城市で開催しまし

た。 

みらい飼料㈱工場長 吉野氏の開催挨拶、長崎税関 羽田監視

部長の来賓挨拶に引き続き、新屋保税地域監督官から「内部監査

（承認工場編）について」の説明が行われました。 

講演会では、伊藤忠商事㈱ 居樹氏から「ドル円相場・とうもろこ

し相場の見通しについて」と題して講演が行われました。 

その後の懇談会では、終始和やかな雰囲気のなか意見交換・懇

談が行われました。 

開催挨拶 みらい飼料㈱志布志工場長 

吉野氏 

 

来賓挨拶 長崎税関監視部長 羽田氏

講演 伊藤忠商事㈱ 居樹氏 

  

貿易実務講座～入門編・税関業務説明～ 

[2.15／於:鹿児島県立志布志高等学校(志布志市)] 

地元自治体からの要請をうけ、地元企業への就職や貿易関連学

部への進学を目指す生徒、税関業務経験の浅い社員を対象に開

催しました。 

貿易業務を殆ど知らない高校生が半数を占めていたことから、外

国為替の仕組みや契約成立の条件などの初歩的な内容に加え、

船舶やCY施設等の説明を行い貿易業務に興味を覚えてもらうこと

に重点を置いた講座としました。 

アンケートでは、「地元の貿易に興味を持てた。貿易をもっと勉強

したくなった。」などに加え、「現場見学もいれて。定期的に開催し

て。」といった嬉しい宿題も寄せられました。 

なお、当講座の様子は高校の公式Blogでも紹介されました。 

志布志高等学校公式Blogより転載 

  

｢関税メールプレス｣発行:４回 

【３月】 
貿易実務講座～税関手続き編～ 

[3.14／於:八代厚生会館(八代市)] 

貿易業務に携わる人を対象とした貿易実務講座を八代市で開催

しました。 

長崎税関（本関）から加藤原産地調査官及び八代税関支署から

大峯統括審査官を講師としてお迎えし、税関の概要、輸出入通関

手続き、申告官署の自由化及び経済連携協定に係る原産地規則

並びにAEO制度について分かり易く解説いただきました。 

参加された皆さんは熱心に聴講し、沢山の質問も出されました。 

長崎税関原産地調査官 加藤氏 

 

八代税関支署統括調査官 大峯氏 

｢関税メールプレス｣発行:４回 

【４月】 
平成29年度第１回保税業務講習会 

［4.21／於:長崎税関（長崎市）］ 

［4.28／於:よかセンター鹿児島（鹿児島市）］ 

長崎税関監視部 新屋保税地域監督官及び監視官から保税業

務の経験が浅い方を対象に、保税実務の基礎中心に説明をいた

だきました。 

長崎税関保税地域監督官  

新屋氏、江上氏 

  

税関業務説明会 

[4.25／於:オロシティホール（鹿児島市）] 

貿易関係の業務経験が比較的浅い人を対象に、税関業務説明

会を開催しました。 

当日は鹿児島税関支署有村総務課長から税関の組織や業務概

況についての説明、麻薬探知犬のデモンストレーションが行われ62

名の参加者は税関行政についての理解を深めることができました。 
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鹿児島税関支署総務課長 有村氏 

 

麻薬探知犬によるデモンストレーション

「九州経済圏各港の貿易額」発行  

「2016 全国港別貿易額表」発行  

｢関税メールプレス｣発行:４回 

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月】 
保税業務講習会（三池地区） 

◎日時：2017年５月９日（火） 

◎場所：三池港物流福祉センター（大牟田市） 

保税業務講習会（佐世保地区） 

◎日時：2017年５月12日（金） 

◎場所：佐世保港湾合同庁舎（佐世保市） 

保税業務講習会（八代地区） 

◎日時：2017年５月16日（火） 

◎場所：八代厚生会館（八代市） 

貿易実務講座（門司支部と共催） 

◎日時:2017年５月18日（木）、19日（金） 

◎場所:佐世保商工会議所（佐世保市） 

AEO事業者連絡協議会（本部主催） 

◎日時：2017年５月23日（火） 

◎場所：福岡県中小企業振興センター（福岡市） 

「関税メールプレス｣発行 

【６月】 
経済連携協定の原産地規則説明会（門司、沖縄支部と共催） 

◎日時:2017年６月７日（水）、８日（木） 

◎場所:福岡県中小企業振興センター（福岡市） 

◎講師:東京税関業務部総括原産地調査官 

平成29年度定時幹事会、定時支部総会、時局講演会 

◎日時:2017年６月９日（金） 

◎場所:ザ・ホテル長崎（長崎市） 

｢関税メールプレス｣発行 

沖縄支部 

■主な活動 ··················································································  

【2017年２月】 
関税関係法令等講習会 

［2.21、22／於：九州沖縄トラック研修会館（那覇市）］ 

◎講師：沖縄地区税関業務部門職員 

貿易関係業務の初心者を対象とした「関税関係法令等講習会」

を開催しました。講師に税関職員をお迎えし、関税法、関税定率法

等、税関手続きに必要不可欠な法令を中心に、わかりやすく解説

がなされました。18社、25名が受講しました。 

保税業務研修会 

［2.21／於：九州沖縄トラック研修会館（那覇市）］ 

◎講師：沖縄地区税関保税地域監督官 

保税事務連絡協議会との共催で、保税実務担当者向けの研修

会を開催しました。研修会では、保税業務に関する処理事例や非

違に関する処分基準など、具体的でわかりやすい説明をしていた

だきました。参加者は約110名で、保税業務への関心の高さが伺え

ました。 

会場風景 

  

【４月】 
平成29年度関税改正に係る説明会 

［4.4／於：那覇港湾合同庁舎５階会議室（那覇市）］ 

◎講師：沖縄地区税関業務部門職員 

■今後の予定 ············································································  

【2017年５月】 
税関長講演会 

◎日時：2017年５月18日（木） 

◎会場：ホテルロイヤルオリオン（那覇市） 

◎演題：「最近の税関行政について」 

【６月】 
「経済連携協定の原産地規則説明会」（門司・長崎支部と共催） 

◎日時：2017年６月７日（水）・８日（木） 

◎場所：福岡県中小企業復興センター（福岡市） 

◎講師：東京税関業務部総括原産地調査官職員 

【７月】 
支部定時幹事会・定時総会 

◎日時：2017年７月20日（木） 

◎場所：ホテルロイヤルオリオン（那覇市） 
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